
の軸熱性(，-ついてレロ;te 

稔メ

弘*

回

根

内

関

二:/瓦下 ， 一一

されれば， その盲目立援物として事絞

が発生するのは当然のような傾向にある 3 ここにその

1づめ現われと怒われる専務故が発生しているつ

従来，発熱，発火する事例としては油脂，油ボロ，

樹縮め安溶剤，山セノレロイト、等が挙げられるが，最近化

学繊維，特にポリプロピレン繊維が乾燥後に蓄熱発火

し火災となった実務例が数件発生したので，その概要

について紹介するとともに，織意義そのものの幾熱性合

調べたので報告する。

る。

備

火災現場から採取

考

料

料

り

材

名

験

漢の

実

試験体としたもの法第

第 1

試料

綿

3. 的目

A o 
ロロ

g 

脱

ボリプ

製

( 1 発熱試験

試料を径9佃，長さ10ω程度の大きどし，必然

火現象試験装置の試料容器内に吊し，サーモカップノレ

を試料の中心部，総2点に取り

I由温を火災事例より 1WC.130oC. 1200Cおよび事例

より低L、1問。むとして発熱性をえとめた。

加熱時聞は乾燥工程の実態を考慮して 6時間を限度

とした。

なお，試験装健の試料容認への空気送入量は2.11 I 

mmて、ある o

(2 ) 示差熱試験

試料を細分し10時を試験体とし卓上形示熱熱天

を用い，加熱による試験体の減量，吸熱，発熱の性状

を求めたものである。昇綴速度は 50C/minとした含

事件 1

昭和45年1月13日21時54分ごろ，ある貸おむつを業

とナる会絞め作幾義務におし、て. 120-130oCにで，約

分乾燥したおむつ，およびおむつカハーをそのまま乾

燥機内に放置し℃絞いたところ，約 l待問54分後じ乾

燥機内から出火し，おむつ等約300点を焼損した3

2 

昭和45年3月24日23時26分ころ，事例1と同ーの作

業場で発生したものであるが.前記乾波機て向様に戦

燥したおむつ，おむつヵパーをワョ‘ンいっぱL、にやや

圧縦した状態で入れ，崎潤も遅かったため，従業妥当は

そのまま帰宅した。約3時間経過後，とのワコンの中

から出火いワゴン，おむつ，およびおむつカバー等

を焼損した。このときの乾燥は通常と変わらなL

で行ない，乾燥機にも異状はなかったというじとであ

り

4. 

火災現機

法方験実

O"lj 事2“ 

果

( 1 ) 発熱民験結果

発熱試験において比較的低温で発熱性を示したの

は，ァメリプ wピレシ・レーヨ、ノ混紡製品のよ勺あ

た。その結果を第2表に示す。この混紡製品の加熱条

件の漆いによる発熱性を数1図以示す。

( 47 ) 

実5. 

るo

事例3

昭和45年7月お日16待。l分

寮生の 1人が1ヶ月分の衣類(下着類約30点)をまと

めて洗濯しシーズ線合熱源とする殺線機に入れ，

度を1500Cにセットして約40分間運転して乾燥したが，

乾織物をそのま設まとめて敷ずに包ふe 自 5粘潤

に放置しておいた。その後約 1時間30分経過後，この

乾機物から出火し衣類と畳な若干焼議した。
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ポリプロピレン・レーヨン混紡製品の発熱性

加熱曲線-一一1500C

事事*1300C 
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この結果から加熱温度が高ければ発熱までの時聞が

短かし加熱温度が低いと発熱までの時聞が長くかか

る。

試験中，ポリプロピレンレーヨン混紡製品l主，加熱

温度lOOOC程度より刺激の強い臭気を伴なった発煙が

認められ，内部の温度上昇とともに発煙量は多くな

( 48 ) 
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第7図 ポリプロピレン・レーヨン混紡製品
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る。 火の状態を示していた。

加熱温度より試験体の温度が高くなった時点で実験 (2) 示差熱試験結果

を中止し試験体を取り出すと中心部が炭化し無炎着 綿製品はいずれもで280~3000C 急激な発熱を示す

( 49 ) 
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とともに急激な減量を示すが，この時点で発火に至

と考えられる。(第2圏~第

リプロピレ γ綿一m主1570C勺?を熱し徐々

する状態であり，減量は 2000Cより始まった。(第6

図)

ザプロピレンゅレ…ヨン混紡製品は 1400Cで:大

な発熱を示し，ログC魁潔から急激な減務wを示す，

は140~1700Cで鍛3総会吸収し発熱し刈℃以後

を始めたものと考えられる。(第7図〉

ポリプロピレン綿は，ポリプロピレン・レーヨン混

より発熱』とおいて17"C，i絞殺において300Cのず

られた。

6. 考 察

ポリプロピレンは加熱温度が高いほど酸化反応は促

これを絡授に示す。

ポリプ悶ザレンの酸化誘遊撃綿織，および酸素

吸収速度

州温度∞ ;山 ;ω|150
酸化誘導期臨〈山 I I 35 I 

酸素吸収速度(majg• min) I 0吋02do回5

一般の油脂の発熱は自動酸化によるものであり，ポ

リブ開ピレンも鰐じで機構は空気やめ酸素を吸収
波 H

イドロパ-サイドぐく…O-O-C-)会

H H 
生じこれが分解し遊離基を作る，これが連鎖的に反

応をおこし発熱するのである。た酸化反応と表総務

の関係をみると次めまたで表わ怨

酸化反応、総選筆中(Coj1 、/変

Co:酸素濃度

試料の厚さ

D:拡散係数

K:酸素とラジカルと

の反応、速度

拭料の厚さと淡部撲は反比例の関係にあるため，

維のような表面積の大きいものは反応速度が速い。

ポリプロピレンは吸水性が非常に小さく，水に接触

して膨潤したり，化学変化をおこすことはほとんどな

添加されている酸化防止釣が訴事出し，耐熱，

続性が劣化することが知られてレる。このを第4

示す。

また酸化防止剤は熱により揮散し易いものが多く.

例えばオキザリ内窓口O'C以上の熱処理により80席以
よi惑うたする。

れらのことと火災考察例，実験結3夜食合せ考
と，ポリプロピレン・レーヨン混紡製品は.洗濯，乾

燥を繰り返し行なわれるものであるため，水，熱の経

第4談 後擬耐熱老化稔プロピソンの筆記定性

数値はAの本中淡設前を100とした比較値

樹脂ィーヵー(水中浸潰前 IIOOOC水中浸演旧間

A100  I 88 

蕊 167
54 

D 白
一
回
一
民

14 

歴を多く受け，酸化防止剤の効果が希薄となっていた

ものと考えられ，同時に分子中に多くの酸素を含む遊

離基が存設した状態のもの勺あったと考えられる。す

なわち発熱試験の結果札ポリプロピレ

安定で議》つために対し，総紡製品が発熱性を示したの

は，混紡製品の酸化防止剤が劣化し，酸化誘革期聞が

短かくなっていたものと思われ，このことは示差熱試

験の結幾からもいえる。

混紡懇話品が1400Cより火きな発熱を示したのに対し，

ポリプロピレン綿は発熱が小さく.温度上昇とともに

発熱も上昇する状態を示し酸化防止剤の効果があるこ

とを示したものと考えられる予これらのととより混紡

製品は9 設義援を，その他の糸件によっ

ものである。

ポリプロピレンは酸素の存在で熱分解すると酢酸，

ギ酸，エステル・水・アセトン・ホノレムアノレデヒド・

アセト ド・炭酸カ¥ス梢ー酸化炭繁分総する

といわれており，発熱試験の撚b 強い刺激はこれら

の混合したガスと考えられ o

7. まとめ

火災被例では，洗溜，乾燥な繰り返し 品物

で， さら?に洗織の際漂白剤として次亙塩議鍛害事会用い

るため酸化防止剤の一効果の劣化をまねいたものと考え

られた。

また乾燥物が放熱され難い状態であゥたために蓄熱

し出火に護ったもので.お然乾燥や乾燥後め注文熱処理

が正しくなわれていたならば出火にはささらなかった

と考えられる。

今後乾燥機は洗濯業界のみでなく， コンパクトな乾

燥機は機燃焼や寮，その勉氏も普及するものと思わ

れ，その取扱いによっては脅この種火災カくなるも

のと思われるので，化学繊維の乾燥や熱処潔の設定温

度には十分留意するとともに，乾燥後は十分に放冷す

ることを周知させることが必要である。

〉
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